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お じょうさん 
    
1)  多くの地域で yaysama と総称きれる・ 砂流川下流の 方言では yaysamanena と称
する． 
2@  ここでは yaysamanena の最初の音節 yay をのみこんでしまっている・ 
3)  この i によって音節数の 不足 分 が補われている・ 節をつけないで  言うときにはこの 
母音は出てこない・ このような， 歌 う リズムにのせるために 行の頭に加えられた 母音 
は [ ] に入れて示すことにする・ 
4) oyamosir くほかの島 》と repun mosir な 沖の島》とはいずれもここでは 北海道から 
見た " 内地 " をさす・アイヌの 韻文にはこのようなパラフレーズによる 対句法 (syno- 
nymouS paralle Ⅱ sm, 「 類 義的並列 法 」 ) が好んで用いられる・ 
5) 服部四郎先生・ 前の年に平敗で 2 度会った・ 
6)  当時未婚だった 筆者のこと・この 語は 4音節しかないので ，歌うとき頭に u をつけ 
て音節数の不足分を 補っている・ 
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etun@ne@ ki@wa1' 12 と ふたりともに 
cinukan@rusuy2' 
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l) e- くで，を以てか ， tun く ふたり》， ne くであ る》・服部先生のほかに「お 嬢さん」が 加
わってそれでふたりになる． ki くする》は， 口語では入らないが ， 韻文の場合， リズ 
ム ，音節数の関係で ，本動詞と接続助詞 w" く ‥・して》，終助詞 na K ぞ，よ， ‥・ す 
るから》などとの 間によく挿入される  
2)  cinukan  rusuy  は，形態音素表記では cinukar rusuy  
3) lananlo q きょ ぅ 》 ほ 口語では tanlo (lan K この》， to く日の・口語では tanto だけで 
助詞を伴わずに 時の連用語になるが ，韻文では olta くにおいて》 (or くのところ》 ，ね 
《でめを伴って tananlo olta となる． これで 5 音節となる・ or la が olta と発音され 
る ．『アイヌ語音声資料 1』 ， r 同 2 占ァ同 3d では，形態的表記法により or t 、 と表記し 
たが，この日同 4 』では，歌の 中では，なるべく 発音どおりに 表記しておく   
4)  m@na く 笑う㍉ tura くと共にか・ m@na lura く 笑いながら，にこやかに》・ 歌うとき頭に 
u という音をつけて ，音節数の不足分を 補っている  
5)  ciki na でよいところだが ， 2 音節の助詞 knne を補って， 5 音節にしている   
6)  Pase く 重い ， 貴い》・ pase kolan は前行 乃んゆ o kolan のパラフレーズ・ 歌うとき 行
の頭に u をつけて音節数の 不足分を補っている  
7) 位置名詞などの 前で， 韻文ではよく ， その前の名詞句の 最後の名詞を 行の頭にく  
返す : pasekota Ⅳ kotantapkasi. 
8) ki く する》は口語では 入らない・ Cf  注 Ⅰ  
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henpara@an@kor 28 いつになったら 
suy@unukaras 29 また会えるかと 
yaynuas@kane1' 30 思 、 って 
cikewtumu@ konna 31 気持ちは 
kosumnatara2' 32 し おれるばかり 
anak@ ki@ korka 33 ではあ りますが 
henpara@ne@yakka 34 いつでも 
unukar@pirka@p3* 35 再会のよいのを 
ciki@ nankonna4' 36 いたしましょうから 
yaynuas@kane 37 と思 、 いながら 
t,, ゆ"pakno 38 駅まで 
ci   ura@ nankor ， 4* 39 送って行きましょう   
hep@hep! 40 ヘツフ  ヘッ刃 
Satarno:@ hi-oy-oy@! サダモ : あ りがと ! 
( 巻末に楽譜があ る・ p.106 参照り 
ワテケ さんが田村を 歓迎し，同時に 別れを惜しんでこの 即興詩を歌ってくれ 
た ，ユーカラの 名人であ った ワテケ さんの歌にほ ，格式高いとされている 雅語 
表現 ( ユーカラの表現 ) が随所に出てくる   
この歌を採譜 し ，解説をしたものが FlLT NEWS 51;52 号』 ( 早稲田大学 
語学教育研究所 ) に載っているので ， ご 参照いただきたい   
     
l)  yaynuas " われわれ・ 恩 、 う 》の双に seko, くと》が省略されている・ 37 行目も同じ  
2) sum  は し おれた様子を 表す擬態の語根・ N konna ko           は，雅語表現で ， 
"N  は‥． ( という様子， 昔等 ) だ 》  
3)  unukarpirka   く会見のよいもの》は 18 行日の pirka unukar( よい会見》と 同じこ 
とだが，「会える」ということをまず 言ってから，次いでそれが「よい」再会だという 
ことを補って 言った・そのため ，名詞化 辞 p が補われている・ p は pe くもの》の ，母 
昔のあ との形  
り nankonna  は，形態音素表記では nankor na  
5) cirura nankor K 送っていくであ ろう》は雅語的表現・ 口語では c@rura kusu ne く速 
って行く ， 送って行こうかと 言う   
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